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研究成果の概要（和文）：　北海道浦幌町の暁新統活平層の45産地からは軟体動物化石75種を主体とする沈木群
集が認められた。一方、北極海域のスピッツベルゲン島の暁新統バシリカ層の3産地からは軟体動物化石19種を
主体とする沈木群集が記載された。両者を比較検討したところ、化学合成二枚貝であるハナシガイ科を含む8科
が共通することが判明したが、属レベルでは原鰓類２属のみ共通していた。この理由として水深の違いが挙げら
れる。
　暁新世の沈木群集は、白亜紀の群集とはカサガイ類やハナシガイ類を含むことが共通している。一方、白亜紀
と暁新世の群集は、小型のシンカイヒバリガイ類を含まない点で、後期始新世以降の群集と異なることも明らか
となった。

研究成果の概要（英文）：　The Paleocene Wood-fall communities consisting of 75 molluscan species 
have been found from 45 localities of the Katsuhira Formation in eastern Hokkaido, Japan.  From 
three localities of Paleocene Basilica Formation on Spitsbergen Island, the wood-fall communities 
including 18 molluscan species have been described. As a result of comparison between the Katsuhira 
and Basilika communities, eight families including thyasirids are shared with each other. However, 
in the generic level, only two genera are shared. Such difference of the generic composition is due 
to the difference of living depth.
     Limpets and thyasirids are common between two Paleocene and Cretaceous communities.
On the other hand, both Cretaceous and Paleocene communities are different from the younger 
communities than the late Eocene in having no small bathymodiolins. 

研究分野：古生物学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　世界で２例しか知られていない新生代初期の暁新世の沈木群集を検討し、種構成を明らかにした。北海道浦幌
町の活平層の群集と北極海域のスピッツベルゲン島の暁新統バシリカ層の群集の種構成について検討した結果、
化学合成二枚貝であるハナシガイ科を含む8科が共通することが判明し、白亜紀の群集とは類似性が見られるも
のの、後期始新世以降の群集とは小型のシンカイヒバリガイ類を含まない点で異なることが明らかとなった。こ
の傾向は、メタン湧水や熱水噴出域の化学合成群集の種構成の変遷とも類似する。このことは、化学合成群集の
進化を検討する上で、白亜紀末よりも暁新世から始新世にかけての変化が重要であることを示唆している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
(1) 化学合成群集は、深海域の熱水噴出孔、メタン湧水域、鯨骨や首長竜の骨、沈木周辺に生
息している。日本では、白亜紀以降、ほぼ全ての時代に化学合成群集の化石が見られる世界で
唯一の場所として知られている(Campbell, 2006)。また、我が国ではメタン湧水群集や鯨骨群
集が知られ、白亜紀からは竜骨群集や沈木群集も知られている（Majima et al., 2005；Amano 
and Little, 2005; Amano et al., 2007; Kaim et al., 2008; Kiel et al., 2009）。すなわ 
ち、日本の白亜紀以降の化学合成群集化石を検討することは、世界的な化学合成群集の進化の
過程を知る上できわめて重要である。 
(2) 沈木群集は、化学合成群集の進化のステッピングストーン仮説（Smith et al., 1989； 
Distel et al., 2000）に基づけば、深海域への適応の第一歩であり、その進化を知ることは重
要である。特に、シンカイヒバリガイ類(Bathymodiolinae)については分子生物学的な検討から
もこの仮説は支持されている（Miyazaki et al., 2010; Lorion et al., 2010, 2013）。しか
しながら、沈木群集の化石記録は少なく、日本では代表者・分担者を含む Kiel et al. (2009)
による後期白亜紀の研究が知られているのみである。 
(3) これまで、北海道浦幌町の暁新統活平層上部に植物片をともなう多くの石灰質団塊中に腕
足類、単体サンゴと軟体動物化石からなる沈木群集を発見し、Bentharca, Kangilioptera, 
Urahorosphaera (Buccinidae), Admete などの新種記載と化学合成群集特徴種 Thyasira sp.の
記載を行った（Amano and Jenkins, 2014; Amano and Oleinik, 2014; Amano et al., 2015a, 
b; Amano et al., 2016）。また、種多様性の高い群集でありながらも Bathymodiolinae は認め
られず、白亜紀に見られた Provanna も発見されていない。こうした特徴が暁新世に一般的なも
のか、他の地域の群集も比較する必要がある。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 恐竜などの白亜紀の生物が大量絶滅した直後の暁新世の沈木群集の特徴を明らかにするこ
とを目的としている。具体的には北海道浦幌町の沈木群集の種構成と産状について記載を行い、
北極海域の Svalbard 諸島 Spitsbergen 島の暁新世の沈木群集の種構成と産状も検討した後に比
較し、その共通点と相違点を明らかにする。 
(2) 暁新世の沈木群集と白亜紀と後期始新世以降の沈木群集の種構成の共通点や相違点を明ら
かにする。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 本研究では、ポーランド古生物研究所に所蔵されている Spitsbergen 島の暁新統 Basilika
層の貝化石とその産状を検討し、種レベルでの同定を行う。また、ポーランド古生物研究所での
検討を進めるとともに研究協力者 Dr.Hryniewicz と北海道浦幌町の活平層の沈木群集について、
補足調査を行い、情報交換を行う。また、この結果を踏まえて、同定した Basilika 層と活平層
の沈木群集の組成と産状を検討する。 
(2) 活平層の沈木群集について、これまで種レベルでの同定が困難だった貝化石の採集を再度
行い、不明であった木片穿孔貝の同定を行う。 
(3) 暁新世の群集を白亜紀や後期始新世以降の群集と比較検討し、種構成の違いについて考察
する。 
 
４．研究成果 
 
(1) 北海道浦幌町の活平層の 45 産地から軟体動物化石 75 種、腕足動物化石 2 種、単体サンゴ
化石 3種、フジツボ化石 1種、ウミユリ化石 1種が同定された。また、木片穿孔貝は Xylophaga? 
sp. と同定された。化学合成群集に特有な種としては、Myrtea ezoensis, Thyasira (Thyasira) 
oliveri, Bathyacmaea? sp.のみが認められ、Bathymodiolinae や Vesicomyidae は認められなか
った (Amano et al., 2018）。また、白亜紀から生き残ったタクサが 5種、5属認められた。特
に、Procardia 属は北半球で初めて新生代の地層から確認された（Amano, 2019） 
(2) 北極海域の Svalbard 諸島 Spitsbergen 島の暁新統 Basilika 層の 3 産地から産出した沈木
群集からは、軟体動物化石 19 種、腕足動物化石１種、フジツボ化石 1種、甲殻類化石 3種、魚
類化石 1 種が発見記載されたが、 活平層と同様に Bathymodiolinae や Vesicomyidae は認めら
れなかった(Hryniewicz et al., 2019)。 
(3) 活平層と Basilika 層の沈木群集を比較検討したところ、科レベルでは、Aporrhaidae, 
Scaphandridae, Nuculidae, Malletiidae, Neilonellidae, Yoldiidae, Thyasiridae, 
Xylophagidae などで共通することが判明した。しかしながら、属レベルになると Neilonella, 
Yoldiella のみ共通していた (図１)。その理由として、Basilika 層の堆積深度がより浅かった
ことが原因の１つとして考えられる。 
(4) 白亜紀の沈木群集に認められた limpet, Thyasira が暁新世の群集でも認められたが、後期
始新世以降に見られる Bathymodiolinae は認められなかった。この傾向は、メタン湧水域と同様



であることも明らかとなった。 
 
図１ 白亜紀〜新生代の沈木群集の軟体動物の属構成の比較 (Xylophaginae を除く) 
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